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序論：指示の技法からシステム設計への不可逆な転換 
生成AIの黎明期において、AIモデルから特定の高品質な出力を引き出すために、自然言語による複
雑な指示を構築する「プロンプトエンジニアリング」は、21世紀の聖杯のように語られた 1。2023年に
は、世界経済フォーラムが「プロンプトエンジニア」を将来の最も重要な職種の一つとして挙げ、市場

には「プロンプト職人」と呼ばれる専門家が急増した 1。しかし、2025年から2026年にかけての技術
的進展は、この職種の定義を根本から覆し、単なる「指示の書き手」としての職人の終焉を決定づけ

ている 3。 

かつては「長大なプロンプトをこねくり回す」技術が市場価値を持っていたが、現在のAIモデルは、人
間の曖昧な意図を「忖度」し、不足している文脈を自律的に補完するレベルに到達している 3。この進
化は、プロンプトという単一の入力を「魔法の呪文」のように扱う段階から、AIを大規模な業務フロー
の中に組み込む「システムエンジニアリング」の段階へと、パラダイムを移行させた 6。 

本報告書では、プロンプト職人が直面している「属人性の罠」と「再現性の欠如」という課題を分析

し、AI自身がプロンプトを最適化する「自動プロンプトエンジニアリング（APE）」や、文脈全体を動的に
制御する「コンテキストエンジニアリング」の台頭がいかにして従来の職人技を駆逐したかを詳述す

る 4。さらに、自律的エージェントの普及とオーケストレーション技術の進化が、労働市場におけるス
キルの定義をいかに再定義したかを、国内外の専門家の知見と最新の経済データに基づいて論じ

る。 

第1章：プロンプト職人の衰退を招いた三つの技術的要因 
プロンプト職人が市場から退場を命じられる最大の理由は、技術の民主化とモデルの高度化にある 
3。2024年までのAIは、1から10まで手取り足取り指示しなければ動かない「不器用な助手」であった
が、最新のモデルは推論の壁を越え、抽象的なゴール提示のみでタスクを遂行可能となった 4。 

モデルの成熟と意図理解の深化 
現代のAIモデル（GPT-4o、Gemini 2.5、Claude 3.5など）は、スペルミスや論理的な飛躍を含むプロ
ンプトであっても、背後にあるユーザーの意図を正確に推論できる 3。この「モデルの成熟」により、特
定の単語やフレーズを含めることで精度を高める「プロンプトのトリック」は不要となった 1。むしろ、過
剰に長大で構造化されたプロンプトは、モデルの注意力を分散させ、トークンコストを増大させるだけ



の「コンテキスト汚染」を引き起こす要因となっている 6。 

比較項目 2023年頃（黎明期） 2026年（現在） 

指示の形態 詳細な手順を記した長文プロ

ンプト 
目的と制約を記した簡潔な

ゴール提示 

依存度 プロンプトの「書き方」に強く

依存 
モデル内部の推論能力に依

存 

ユーザーの役割 手順を教える「教師」 成果を定義し検証する「オー

ナー」 

誤りへの対応 指示の書き直しが必要 モデルが自律的に修正・問い

返しを行う 
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ツールの民主化とスキルのコモディティ化 
「プロンプトエンジニアリング」という名称が一般的になったことで、質の高いプロンプトのテンプレート

がインターネット上で無数に公開され、プロンプトライブラリとして集約された 1。OpenAI Academyや
各種公式ドキュメントが、最良のプロンプトを作成するための手法を無料で提供し始めたことで、か

つては高額な情報商材やコンサルティングの対象であった「職人の知恵」は、一般常識レベルのリテ

ラシーへと降格した 3。 

再現性と資産性の欠如 
プロンプト職人が作成するプロンプトは、特定のモデルのバージョンや、その時々の出力の癖に最適

化されていることが多い 4。これは「属人性の罠」と呼ばれ、AIのバージョンアップによって容易に壊
れてしまう脆い資産である 4。企業経営の観点からは、不安定な手動プロンプトに依存することはリ
スクであり、より堅牢で再現性の高い「プログラムとしてのプロンプト」への移行が急務となった 4。 

第2章：自動プロンプトエンジニアリング（APE）とプログラマブ
ルな最適化 
手動のプロンプト調整に代わり、現代のシステム設計で主流となっているのが「自動プロンプトエンジ

ニアリング（APE）」である 8。これは、AIそのものに最適なプロンプトを探索・生成させる手法であり、
人間が試行錯誤するよりも遥かに高い精度と効率を実現している 1。 



DSPy：指示からプログラミングへのパラダイムシフト 
スタンフォード大学から発表された「DSPy (Declarative Self-improving Python)」フレームワーク
は、この転換を象徴する存在である 13。DSPyは、プロンプトを「静的なテキスト」としてではなく、最適
化可能な「パラメータ」として扱う 14。開発者は、入力と出力の「署名（Signature）」とタスクの論理構
造を定義するだけで、システムが背後で最適なプロンプトを自動的にコンパイルし、ターゲットとする

モデルに最適化された指示を生成する 17。 

DSPyのようなアプローチがもたらした革命的な変化は以下の通りである。 

●​ モデル非依存性: 同じ論理構造のコードを、GPT-4oからLlama 3まで異なるモデルに適用でき、
モデルごとに最適なプロンプトが自動生成される 13。 

●​ 自動評価と改善: 出力結果を数値的に評価するメトリクスを定義することで、AIが自己改善ルー
プを回し、人間の専門知識を超えるプロンプトを見つけ出す 14。 

●​ 複雑なパイプラインの構築: 複数の推論ステップ（Chain-of-Thoughtなど）を組み合わせた複
雑なタスクにおいて、各ステップの最適な指示をAIが調停する 13。 

提案の課題とクレジット割り当て 
自動最適化において、DSPyなどは「提案の課題（Proposal Challenge）」と「クレジット割り当ての課
題（Credit Assignment Challenge）」に対処している 14。前者は、膨大な可能性の中から高精度なプ

ロンプトの候補を効率的に選定することであり、後者は、複数ステップのプログラムにおいてどの部

分の指示が不適切だったかを特定することである 14。これらの課題を解決するために、ベイズ最適

化やサロゲートモデルを用いた高度な探索手法が導入されている 14。 

一方で、特殊なドメイン（例えばコードの脆弱性検出など）では、完全に自動化されたツールよりも、

人間が詳細な指示を付加した「署名」の方が依然として高いパフォーマンスを示すという研究結果も

あり、人間の役割は「職人的な微調整」から「タスクの精密な定義（署名設計）」へと高度化している 18

。 

第3章：コンテキストエンジニアリング：指示から「環境」の設計
へ 
プロンプトの文面を磨く時代が終わり、現在注目されているのは「コンテキストエンジニアリング」であ

る 9。これは、モデルが回答を生成する際に参照する情報空間全体を設計する学問であり、プロンプ
トはその一部に過ぎない 9。 

静的プロンプトから動的コンテキストへ 
従来のプロンプトエンジニアリングが「どう問うか」に固執していたのに対し、コンテキストエンジニアリ

ングは「何を知っている状態で答えさせるか」を重視する 9。これには、検索拡張生成（RAG）、メモリ
管理、ツールの出力、ガードレール、会話履歴の要約などが含まれる 9。 



項目 プロンプトエンジニアリング コンテキストエンジニアリング 

焦点 指示の文言、フォーマット、例

示 
情報の関連性、鮮度、検索、

記憶 

特性 静的で再利用されるテンプ

レート 
ユーザーや状況に応じて動

的に組み立て 

目的 モデルの挙動の微調整 モデルの「知識」と「現状把

握」の補完 

構成要素 指示文、Few-shot例 検索データ、API出力、履歴、
メタデータ 
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コンテキスト・キュレーションの重要性 
現代のシステムでは、単にコンテキストウィンドウを情報で埋めるのではなく、不必要な情報を排除

する「アグレッシブなコンテキスト・キュレーション」が求められている 6。例えば、SQLを生成するエー
ジェントにはテーブルのスキーマは必要だが、企業の理念（Mission Statement）は不要である 6。情
報を圧縮し、次のステップに必要な最小限かつ最適なデータのみを注入する技術は、プロンプトの文

言をいじる技術よりも遥かに高い信頼性とコスト効率をもたらす 6。 

エージェントにおける記憶と状態管理 
高度なAIエージェントにとって、コンテキストは「短期メモリ」と「長期メモリ」の役割を果たす 9。
Anthropicの研究によれば、メモリツールを使用して20万トークンの制限を超えて計画を永続化させ
ることで、複雑な長期タスクの成功率が向上する 11。また、複数のエージェントが協調するマルチ

エージェント・システムにおいては、各エージェントに異なるコンテキストを「隔離（Isolate）」して与える
ことで、情報の混乱（Context Confusion）を防ぎ、成功率を90.2%まで引き上げることができる 11。 

第4章：自律的AIエージェントの衝撃とオーケストレーション 
2026年、AIとの関わり方は「チャット」から「自律的遂行」へと劇的に変化した。OpenAIの「Operator」
やGoogleの「Project Astra」は、人間が指示を書き続ける必要性をなくし、AIが直接コンピュータを
操作して目標を達成する世界の到来を告げている 22。 

OpenAI Operator：WebとGUIの自律操作 
Operatorは、ブラウザを開き、人間と同じようにWebサイトの要素（ボタン、入力欄、メニュー）を視覚



的に理解して操作する 22。これは「コンピュータ使用エージェント（CUA）」モデルに基づいており、
GPT-4oのビジョン能力と強化学習による高度な推論を組み合わせて構築されている 22。 

Operatorがもたらした変化は、プロンプトの役割を「テキスト生成の指示」から「アクションの動機付
け」へと変えたことである。ユーザーはもはや「どのように入力を進めるか」を教える必要はなく、「航

空券を予約してほしい」という最終的な目標（Goal）を提示するだけでよい 22。エージェントは自らスク

リーンショットを撮影し、次の行動を考え、マウスやキーボード操作をシミュレートしてタスクを完遂す

る 22。 

Google Project Astra：マルチモーダルなリアルタイム対話 
GoogleのProject Astraは、カメラとマイクを通じて現実世界をリアルタイムで理解する「ユニバーサ
ルAIアシスタント」を目指している 24。Astraは、ユーザーが見ているものを共有し、音声のトーンや抑
揚まで理解して自然に対話する 28。ここでは、プロンプトはもはやキーボードから入力されるもので

はなく、視覚的文脈と音声指示が融合した「ストリーミング型のコンテキスト」へと進化している 24。 

エージェント・オーケストレーションの台頭 
個別のエージェントが強力になる一方で、それらを統合・管理する「AIオーケストレーション」が企業
のAI導入における核心となっている 29。 

●​ デジタル組み立てライン: 業務フローを「孤立したタスク」ではなく、半自律型エージェントの連鎖
による「デジタル組み立てライン」として再構築する動きが加速している 32。 

●​ A2A（Agent-to-Agent）プロトコル: 異なるベンダーのエージェント同士が相互に通信し、交渉
し、協力するための標準プロトコル（A2A）が提唱され、エージェント・メッシュが形成されている 6

。 
●​ FinOpsとガバナンス: 多数のエージェントを稼働させることによるコスト爆発を防ぐため、

Prompts.aiのような集中管理プラットフォームによるTOKNクレジット管理や、リアルタイムのモ
ニタリングが不可欠となっている 29。 

第5章：労働市場の現実：プロンプト職人の消失と「AIエンジニ
ア」の隆盛 
「プロンプトエンジニアリング」を巡る雇用情勢は、一見すると矛盾に満ちている。一方で「職種として

死んだ」と言われ、他方では「求人が400%増加した」と報じられる 3。この矛盾を解く鍵は、スキルの
再定義にある。 

雇用統計の二面性と「裁定の窓」 
LinkedInの2025年版レポートによれば、AIエンジニアやAIコンサルタントは、15カ国で最も急速に成
長している職種の一つである 34。しかし、これらの中身を精査すると、初期の「プロンプト職人」が

担っていた作業（文言の調整）は、すでにHR、法務、マーケティングといった既存の職種における「標



準的なリテラシー」として組み込まれている 3。 

「プロンプトエンジニアリング」を独立した職種として雇用する動きについては、Microsoftの調査で
「新しく追加を検討している役割」の中で下から二番目という低い順位が示されている 3。専門家は、
現在の高額なプロンプトエンジニアの求人を「裁定の窓（Arbitrage Window）」、つまり一時的なスキ
ルギャップによる短命なキャリアチャンスであると警告している 36。 

職種 2026年の定義と役割 年収レンジ（2025年予測） 

AIシステムアーキテクト エージェント間の連携、RAG
構築、信頼性設計 

$150,000 - $300,000+ 

AIデータスペシャリスト モデル学習データの精緻化、

評価用データセット管理 
$110,000 - $175,000 

AIオーケストレーター 業務プロセスの自動化、プロ

ンプトのプログラム化 
$120,000 - $250,000 

ドメインエキスパート 特定分野の「問い」の設計、

AI出力の最終監査 
既存職種の給与 + AIプレミア
ム 
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真の競争優位性：数学、ロジック、ドメイン知識 
2026年の市場で生き残るプロフェッショナルは、チャットボットへの「話し方」を知っている人ではな
く、AIの内部構造、レイテンシコスト、RAGの精度限界、コンテキストウィンドウの管理手法を理解して
いる「テクニカルな理解を持つ設計者」である 32。LinkedInメンバーがスキルセットに新しい項目を追
加するペースは2022年比で140%増加しており、特にコミュニケーションやリーダーシップといった
「人間に固有のスキル」と、AIオーケストレーション能力の掛け合わせが最も高い評価を得ている 34。 

第6章：日本を代表する専門家たちの視点：深津・松尾・清水
各氏の見解 
日本におけるAIの進化を牽引する専門家たちは、プロンプトエンジニアリングの「終わり」とその先の
未来について、極めて冷静かつ鋭い分析を行っている。 

深津貴之：不変の法則と「原理原則」への回帰 
THE GUILDの深津貴之氏は、プロンプトを単に「コレクション」したり「丸暗記」したりすることに強い懐
疑心を示している 40。深津氏は、AIモデルのバージョンアップによって容易に壊れてしまうテクニカル



な工夫よりも、言語の背後にある「原理原則」を理解することの重要性を強調する 41。 

深津氏が提唱する「深津式汎用プロンプト」に代表されるアプローチは、個別の事例に囚われず、AI
に役割を与え、制約を明示し、出力を構造化するという論理的思考の枠組みを提示している 41。深

津氏は、これからの時代に重要なのは「プロンプトエンジニア」という肩書きではなく、デザイナーや

マーケターといった専門家がAIという道具を「自らの手足」としていかに高度に統合できるか、その工
程設計（プロセスマネジメント）能力であると説いている 42。 

松尾豊：生成AIからエージェント、そして「人間-on-the-loop」へ 
東京大学の松尾豊氏は、生成AIの社会実装が「試行」から「実用」へと進む中で、プロンプト設計手
法の変革を求めている 5。松尾研究室の資料によれば、AIエージェント時代においては、人間が常に
介在する「Human-in-the-loop」から、人間が戦略的な監視を行う「Human-on-the-loop」へと、エ
ンジニアの役割が抽象化される 21。 

松尾氏は、2026年に向けたAI活用の鍵として、単一モデルの性能向上だけでなく、異なるモデルや
エージェントが協力し合う「オーケストレーション層」の整備と、それを支える人材育成の重要性を指

摘している 44。従来のコーディング作業の多くがAIに代替される中で、エンジニアの本質的な価値は
「システムのアーキテクチャ設計」と「AIが生み出した成果の厳密な検証（Validation）」へと移行する
という 43。 

清水亮：生成から工程へ、そしてRLMの衝撃 
エンジニアであり経営者の清水亮氏は、AIの進化を「生成」から「工程」への移行と定義している 45。

清水氏が提唱する「RLM（再帰的言語モデル）」のような概念は、非構造的なデータを繰り返し言語
モデルに処理させることで、複雑な思考や意思決定を自動化する未来を予見している 45。 

清水氏の見解によれば、Midjourneyなどの画像生成AIが「神絵」を一瞬で描けるようになった段階
で、プロンプトを捏ねくり回す「技術」としての価値は消失した 47。代わりに重要となるのは、どのよう

なターゲットに、どのような訴求ポイントで、どのようなメディア特性を組み合わせて広告やクリエイ

ティブを「構造化」するかという、マーケティングの本質的な言語化能力である 46。清水氏は、iPadOS 
26のような次世代インターフェースが拓く、AIがOSと一体化してマルチタスクをこなす新たな生産性
パラダイムに期待を寄せている 48。 

第7章：プロンプトエンジニアリングの進化形：問題定式化（
Problem Formulation） 
学術的な研究においても、プロンプトエンジニアリングはより高度な「問題定式化（Problem 
Formulation）」へと昇華されつつある 49。これは、複雑な現実世界の課題を特定し、分析し、AIが解
決可能な制約条件に落とし込む能力である。 

SCOPE：自己進化するコンテキスト最適化 



最新の研究で提案された「SCOPE (Self-evolving Context Optimization via Prompt Evolution)」フ
レームワークは、AIエージェントが自らの実行ログ（Execution Trace）から学習し、プロンプトを自動
的に進化させる手法である 51。 

●​ 二重ストリーム・ルーティング: SCOPEは、目前のエラーを解決する「戦術的特殊性」と、長期的
な原則を進化させる「戦略的一般性」をバランスよく処理する 51。 

●​ 視点駆動の探索: 「効率性」や「徹底性」といった異なる視点から複数のプロンプトを並行して進
化させることで、未知のタスクに対する適応力を最大化する 51。 実験結果によれば、SCOPEを
導入したエージェントは、人間の介入なしにタスク成功率を14.23%から38.64%へと大幅に向上
させた 51。 

SLMのためのフィードバック統合最適化 
リソースの限られた「小規模言語モデル（SLM）」を実務で活用するためには、より精緻な指示設計が
必要となる。FIPO (Feedback-Integrated Prompt Optimiser) は、ターゲットとするSLMの回答を「プ
ログラミング・オペレータ」と「問題定式化・オペレータ」が分析し、人間が理解可能なフィードバックに

変換してプロンプトを洗練させる手法である 50。これにより、大規模モデル（LLM）ほどのドメイン知識
を持たないSLMであっても、最適化モデリングのような専門性の高いタスクにおいて、検証可能な高
品質な回答を出力できることが証明されている 50。 

第8章：エンタープライズAIの未来：オーケストレーションとデジ
タル・ガバナンス 
2026年、企業がAIからROI（投資対効果）を引き出すための焦点は、個別の「プロンプト」から、組織
全体の「AIオペレーティング・ファブリック」へと移っている 52。 

CIOから「Chief Integration Officer」へ 
CIO（最高情報責任者）の役割は、技術の導入者から、無数のAIエージェントと人間が共存するエコ
システムの統合者（Chief Integration Officer）へと変化した 53。 

●​ ハイブリッド・オートメーション: RPA（ロボティック・プロセス・オートメーション）が担う定型業務と、
AIエージェントが担う非定型・推論業務を、一つのオーケストレーション層で統合管理する 31。 

●​ エージェントの可視性と監視: 90%の経営幹部が、3年以内にエージェント型AIが標準になると
予想する中で、どのエージェントがどの判断を下したかという「説明責任」と「監査可能性」がビ

ジネスの最優先事項となっている 32。 

AIエージェント導入の失敗モードと対策 
急速な導入の一方で、エージェント型AIプロジェクトの40%が失敗するという予測も存在する 31。主な

失敗の要因は以下の通りである。 

1.​ バイブス主導の投資: 「AIを入れる」こと自体が目的化し、具体的なビジネス価値（ROI）に基づ
かないプロジェクト 32。 



2.​ データの断絶（サイロ化）: 60%のITリーダーが、社内データの統合の遅れがAI導入の障壁に
なっていると回答している 54。 

3.​ 精度のミスマッチ: 研究段階での76%の精度は高いとされるが、ビジネス実務で求められる
90-100%の壁を越えられず、生産導入が遅れるケース 55。 

これらのリスクを回避するため、成功している企業は「地味なワークフロー（Boring Workflows）」、例
えば法的契約分析や不審な取引の監視といった、反復的かつ不可欠な業務から着実にエージェント

を適用し、1ドル投資に対して最大6ドルの利益を得るという実績を積み上げている 30。 

結論：プロンプト職人の終焉が意味する真の「AIの夜明け」 
「プロンプト職人の終焉」という言葉は、AI技術の敗北ではなく、むしろAIが人間にとって「特別な技
術」から、電気やインターネットのような「遍在するインフラ」へと進化したことを意味している。 

かつて数千個のプロンプトをノートに書き留めた職人たちの苦労は、今やDSPyのような自動コンパ
イラや、Anthropicのメタプロンプトという形でアルゴリズムに昇華された。これは、技術の進歩にお
いて常に繰り返されてきた光景である。初期の自動車に専門の「運転手」と「整備士」が不可欠だっ

た時代を経て、現在誰もが運転できるようになったように、AI操作もまた民主化され、専門職としての
「職人」は消え去る運命にある。 

しかし、その後に残るのは、AIという無限の計算資源と知能を自在に操り、人類がこれまで解決でき
なかった複雑な課題に挑む「新しいプロフェッショナル」の姿である。彼らにとっての武器は、プロンプ

トの「書き方」ではなく、以下の三つの力である。 

1.​ 問題の定義力: 曖昧な事象から、解決すべき真の課題を見出し、それをAIが扱える形に構造化
する力 8。 

2.​ システム設計能力: 複数のAIエージェント、データパイプライン、外部APIを組み合わせ、一つの
自律的なソリューションとしてオーケストレーションする力 6。 

3.​ 批判的思考と倫理的判断: AIが生み出す膨大な成果物の真偽を検証し、それが人間社会の価
値基準に合致しているかを監督し、責任を取る力 34。 

2026年、私たちは「魔法の杖（プロンプト）」を振る段階を終え、AIという「知的なエンジン」を搭載した
新しい社会の仕組みそのものを設計する時代へと突入した。プロンプト職人の終焉は、人間がAIの
「助手」から解放され、真に創造的な「監督者・アーキテクト」へと立ち返る、AI時代の真の始まりに他
ならない。 

技術フェーズ 2022-2023年 (黎明期) 2025-2026年 (現在) 

主要インターフェース チャットUI、テキスト入力 自律エージェント、GUI操作、
マルチモーダル 

ユーザーの役割 プロンプト職人、指示の試行 システムデザイナー、オーケ



錯誤者 ストレーター 

開発パラダイム 手動エンジニアリング 宣言的プログラミング、APE 
(自動最適化) 

活用形態 単一モデルへの問いかけ マルチエージェント・メッシュ、

OS統合 

評価軸 出力の流暢さ、それらしさ ROI、業務フローの完結性、
安全性、説明責任 

6 
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